
Q U A L I T Y  S T A N D A R D S

Webサイト制作 品質基準表
合同会社COREHITS

Web Production Quality Checklist v02

当社では、ご納品するすべてのWebサイトに対し、以下 8カテゴリ・30項目 の品質検査を実施しています。検査結果はチェックリストとして納品物に添付

し、数値基準のある項目は測定値とあわせてご報告いたします。

01 表示品質

→ お客様のメリット：どの端末で見ても崩れない。お客様が自分で全端末を確

認する手間が不要

02 コード品質

→ お客様のメリット：中身が整理されているため、将来の修正・他社への引き

継ぎでも費用が膨らまない

03 SEO対策

→ お客様のメリット：Google検索に正しく・早く掲載される土台を、公開初

日から整備

04 アクセシビリティ

→ お客様のメリット：高齢の方や視覚に不安のある方も読める＝お客様を取り

こぼさない

05 パフォーマンス

→ お客様のメリット：表示が速い＝閲覧者の離脱を防ぎ、検索順位の評価にも

プラス

06 セキュリティ

→ お客様のメリット：改ざん・迷惑メール・情報漏えいのリスクから、会社の

信用を守る

07 法務・表記

→ お客様のメリット：法令違反・著作権トラブルを未然に防ぎ、安心して公開

できる

08 納品・保守

→ お客様のメリット：「作った人にしか分からないサイト」にしない。納品後

も困らせない

対応技術スタック

フロントエンド HTML5 / CSS3 / JavaScript (ES6+) — フレームワークに依存しない軽量・高速な静的構成を標準とし、表示速度と長期の保守性を重視

サーバーサイド PHP(会員ポータル・業務システム開発実績あり)/ フォーム処理 / メール自動送信

CMS・EC構築 WordPress(お客様ご自身で更新できるサイト)/ Shopify(ECサイト・ネットショップ)

ライブラリ GSAP・Lenis(高品質アニメーション・スムーススクロール)/ Chart.js(グラフ・データ可視化)

インフラ・運用 レンタルサーバー構築(Xserver等)/ 独自ドメイン・DNS設定 / SSL設定 / メールアカウント設定

計測・解析 Google Analytics 4 / Google Search Console / 構造化データ(JSON-LD)

合同会社COREHITS — Web Production Quality Standards v02 ※ 案件の規模・要件により検査項目を追加する場合があります

全ページ・全デバイス(PC/タブレット/スマホ)の目視検品

主要ブラウザでの表示確認(Chrome / Safari / Edge)

文字化け・画像欠け・レイアウト崩れの全数確認

リンク切れの全数確認・エラーページ(404)の整備

HTML構文検証(W3C準拠・エラー0件を確認)

未使用CSS・重複コードの検出と除去

色・サイズ等の一元管理(修正時の漏れ・ばらつきを防止)

作業用コメント・不要ファイルの削除確認

構造化データ実装(検索結果の表示を強化する記述・JSON-LD)

OGP設定(LINE・SNSで共有された際の画像・文面を最適化)

sitemap.xml設置・Google Search Console登録/送信

全ページのタイトル・説明文(メタ情報)を個別設定

文字の読みやすさ：コントラスト比 4.5:1以上(国際基準 WCAG AA)

動きを抑える端末設定への対応(動きで酔いやすい方に配慮)

全画像への代替テキスト設定(音声読み上げ・画像非表示時対応)

マウスを使わないキーボード操作でも閲覧可能か確認

Google公式指標 Core Web Vitals で「良好」域を確認

表示中のガタつき：CLS 0.1未満(Google基準の合格域)

画像の軽量化(WebP変換・適正サイズ化)・遅延読み込み

CSS・JavaScriptの最適化(不要コード削減)

常時SSL化(通信を暗号化し、アドレス欄に鍵マークを表示)

フォーム入力値の検証・無害化処理(不正な入力への対策)

スパム送信対策(reCAPTCHA等)・セキュリティヘッダ設定

プライバシーポリシー・特定商取引法表記の設置確認

使用素材(画像・フォント)のライセンス全数確認

会社情報・コピーライト表記の正確性確認

引き継ぎ資料(サイト構成・更新手順書)の作成・納品

ソースコード一式の整理納品(資産としてお客様の手元に残す)

バックアップ・復旧手順の整備

検収期間・納品後の修正対応範囲を書面で明示


